
 

 

 

文化財等建造物蟻害・腐朽検査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査物件名 下新堀久伊豆神社本殿 付棟札二枚 

 

所 在 地 埼玉県久喜市菖蒲町新堀 600 

 

検査実施日 令和７年４月 9 日 

 

実 施 団 体  一般社団法人関東しろあり対策協会 

 

 



 



 

 

蟻害・腐朽検査診断報告書 

 

井上 篤 様 

 

 検査診断報告書発行者 

 一般社団法人関東しろあり対策協会 

 会 長  片野 春夫 

 委員長  斎藤 英樹 

 

下記の建物に関して、公益社団法人日本しろあり対策協会制定による「蟻害・腐朽診断マニュア

ル」および「文化財建造物の蟻害・腐朽検査マニュアル」に準じて、主に床下部分の木部の蟻害及び

腐朽の検査・診断を行った結果は、この蟻害・腐朽検査診断報告書の通りです。 

 

①この蟻害・腐朽検査診断報告書の記載内容は、検査・診断時点からの時間経過による変化がないこ

とを保証するものではありません。 

②本蟻害・腐朽検査診断報告書の内容は、原則として非破壊による目視・打診・触診に基づいて、特

殊な器具を用いず一般的な方法で観察できる範囲について実施した検査報告を前提としています。 

③本蟻害・腐朽検査診断報告書に記載されているシロアリは、ヤマトシロアリを指しています 

④シロアリ以外のシバンムシ類等の木材食害昆虫（本報告書では木材食害昆虫と記載）に関する調

査は、原因昆虫の採取が出来なかった為、被害の有無のみにとどめました。 

⑤含水率の測定は、所有者の許可を得て行いました。 

 

  



 

 

建物概要 

 

間口・奥行が 2尺8寸の一間社流造という形式で造られています。前面には軒唐破風・千鳥破風を備

え、屋根が柿葺で建てられた立派なものです。 

 

彫刻の図柄は、右側が松に尾長鶏、左側が牡丹に唐獅子、背面が竹に虎となっています。脇障子の図

柄は、高砂の尉と姥の彫刻で、特に、姥は箒をかつぎ、左褄をとった類例のない奇抜な構図となって

います。 

 

向拝柱は一木から巻竜を彫り出し、昇降の竜としてそれぞれ左右に配しています。体部によって見え

隠れする柱部分は几帳面取りされ、手の込んだ仕上げになっています。 

 

その他の特徴としては、彫刻が羽目板と一体となり柱に小穴で入れる、妻飾りが力士の彫刻で棟木を

受け三斗を支える、浜縁が中央に平三斗、左右に三斗組の変形を受けるなど珍しいものがあります。 

 

宝永 6年（1709）の造立を示す棟札の裏書きに「江戸神田かうや町 宮大工清右衛門」の墨書があり

ます。もう一枚の棟札は、文化10年（1813）に彩色と補修が施されたことをあらわしています。 

 

この本殿は、建造年代が明らかで、県内で最も古いもののひとつである壁面彫刻と向拝柱の巻竜をも

つ建物として貴重です。 

久喜市ホームページ、 

〈https://www.city.kuki.lg.jp/miryoku/rekishi_bunkazai/bunkazai/1002304/1006060.html >，

2025.11.6 参照.  

 

改修・修理等の履歴 

 

改修修理の履歴はなし。 



 

 

所 見 

 

蟻害について 

蟻害による木材の損傷は見られなかった。 

 

木材食害昆虫について 

東面①において木材食害昆虫による損傷は見られたが、軽度であり、 

部材等の交換等は不要であると思われる。 

 

腐朽について 

北面③、南面④、⑤において白色カビが見られたが、部材の損傷は見られず、部材の交換等は 

不要と思われる。 

 

 

 

 



← 外周から撮影

床下から撮影

③

⇨
④

図面
(注)図中の番号と矢印は、写真の撮影場所と撮影方向を示す。



 

 

 

報告書名 下新堀久伊豆神社本殿付棟札二枚 

報告書作成日 令和  7 年  4 月  9 日 

検査物件の名称 下新堀久伊豆神社本殿付棟札二枚 

検査物件の所在地 埼玉県久喜市菖蒲町新堀 600 

検査物件の所有者また

は管理者の連絡先 
（該当する方に○）  所有者 ・ 管理者  

連絡者住所： 

連絡先電話： 

検査対象物件の概要 

 

 

 

 

 

 

 

☐国の指定  

有形文化財→☐重要文化財 ☐国宝 ☐登録有形文化財 

民俗文化財→☐重要有形民俗文化財 ☐登録有形民俗文化財 

記念物→☐史跡 ☐特別史跡 ☐名勝 ☐特別名勝 

☐伝統的建造物群を構成する建造物 

  都道府県・市町村の指定 

指定の名称：    埼玉県指定文化財         

☐文化的価値のある建造物 

 文化的価値の詳細は特記事項に記載すること 

延床面積：       ㎡ 

建築年数：    不明   年 

その他特記事項： 

検査実施日 令和 7 年 4 月 9 日天候 晴れ 、気温 20 度、湿度 65 ％ 

実施責任者連絡先 所属事業所名： 有限会社 プリズム 

所在地 ： 埼玉県上尾市原市 3674-1 

電 話 ： 048-722-1131 FAX   ：048-722-1132 

実施責任者 ： 宇塚 芳仁 

e-mail ： tc-p-cr@prism7.co.jp 

特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

氏 名 所属事業所 防除施工士№ 蟻害・腐朽検査士№ 備 考 

宇塚 芳仁 有限会社 プリズム 13420 埼玉県-17-0094 実施責任者 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

調査日時：2025/04/09  記録：  班   氏名：宇塚 芳仁   

床下環境：  乾燥 ☐湿潤 ☐カビ臭 ☐放置残材    ごみ    土壌 ☐三和土 ☐コンクリート 

※床下環境に該当するものにチェックがしてあります。 



 

 

 

  

写真番号 部位の写真 劣化の種類と劣化程度 
主要被害材に
対する措置 

№1 

 

 

 

 

 

 

含水率 

％ 

☐床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板 ☐土台   その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明   問題なし 

その他・特記事項   

木材食害昆虫の穿孔跡あり 

☐蟻道 ☐蟻土   なし 

№2 

 

 

 

 

 

 

含水率 

13.8％ 

☐床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板 ☐土台   その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明   問題なし 

その他・特記事項       

含水率13.8％ 

一般的に繊維飽和点（樹種間で違いはあるが、含水率約 

28％）以上の状態で木材不朽が進行すると考えられてい

る 白色カビが見られた 

 

 

 

☐蟻道 ☐蟻土   なし  

№3 

 

 

 

 

 

 

含水率 

％ 

☐床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板 ☐土台   その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明   問題なし 

その他・特記事項       

白色カビが見られた  

 

 

☐蟻道 ☐蟻土   なし  

№4 

 

 

 

 

 

 

含水率 

％ 

☐床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板 ☐土台   その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明   問題なし 

その他・特記事項  

白色カビが見られた  

 

 

☐蟻道 ☐蟻土   なし  

 

 

 

 



 

 

 
 
 

   

写真番号 部位の写真 劣化の種類と劣化程度 
主要被害材に
対する措置 

№5 

 

 

 

 

 

 

含水率 

10.1％ 

☐床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板 ☐土台   その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明   問題なし 

その他・特記事項  

含水率10.1％ 

白色カビが見られた 

☐蟻道 ☐蟻土   なし 

№6 

 

 

 

 

 

 

含水率 

％ 

☐床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板   土台 ☐その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明   問題なし 

その他・特記事項  

  

 

 

☐蟻道 ☐蟻土   なし  

№7 

 

 

 

 

 

 

含水率 

％ 

  床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板   土台 ☐その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明   問題なし 

その他・特記事項  

  

 

 

☐蟻道 ☐蟻土   なし  

№8 

 

 

 

 

 

 

含水率 

％ 

  床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板   土台 ☐その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明   問題なし 

その他・特記事項  

  

 

 

☐蟻道 ☐蟻土   なし  



 

 

 
 

 

写真番号 部位の写真 劣化の種類と劣化程度 
主要被害材に
対する措置 

№9 

 

 

 

 

 

 

含水率 

％ 

☐床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板   土台 ☐その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明   問題なし 

その他・特記事項  

 

☐蟻道 ☐蟻土   なし 

№10 

 

 

 

 

 

 

含水率 

％ 

☐床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板   土台 ☐その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明   問題なし 

その他・特記事項  

  

 

 

☐蟻道 ☐蟻土   なし  

№ 

 

 

 

 

 

 

含水率 

％ 

☐床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板 ☐土台 ☐その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐問題なし 

その他・特記事項  

  

 

 

☐蟻道 ☐蟻土 ☐なし  

№ 

 

 

 

 

 

 

含水率 

％ 

☐床束 ☐大引 ☐根太 ☐床板 ☐土台 ☐その他 蟻害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 交 換 

 

腐朽 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐ 要 改 善 

虫害 なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐要経過観察 

カビ なし・進行中・古い・被害材の転用・不明 ☐問題なし 

その他・特記事項  

  

 

 

☐蟻道 ☐蟻土 ☐なし  


